
プレスリリース 

 

生きた建築ミュージアムフェスティバル大阪（イケフェス大阪）2023を開催します！  

 

生きた建築ミュージアム大阪実行委員会※１（大阪市中央区、委員長 橋爪紳也）は、

2023年 10月 28日（土曜日）、29日（日曜日）の２日間をメイン期間として「生きた建

築ミュージアムフェスティバル大阪 2023」（略称：イケフェス大阪 2023｜英語名称：

Open House Osaka2023）を開催いたします。 

 

イケフェス大阪は、2014 年に始まった、毎年秋の週末に大阪の魅力ある建築を無料

で公開する日本最大級の建築イベントです。 

開催 10 回目を迎える今年は、大阪市が選定した「生きた建築ミュージアム・大阪セ

レクション※２」（2023年 5月 9日公表）などの初参加を含む、170を超える建物の公開

が予定されており、過去最大規模のイケフェス大阪となります。 

長いときを刻んだ歴史的な建築から、斬新なデザインの現代建築まで、有名建築家の

名作から昭和の雰囲気を色濃く残す街場の喫茶店まで、大阪という都市の魅力を様々に

物語る「生きた建築※３」が、一斉にその扉を開きます。 

普段は公開されていない建築の特別公開や、オーナー自身による建物解説など、イケ

フェス大阪でしか体験できない多彩なプログラムをご用意しています。 

 

また、今年はみなさんと一緒に、イケフェス大阪 2023 に向けた素晴らしいスタート

を切るため、イケフェス大阪開催に先立って、大阪市の「生きた建築ミュージアム・大

阪セレクション選定プレート贈呈式」と連動した、開催 10 回目を記念する特別なキッ

クオフプログラムも実施します（2023年 9月 27日水曜日予定）。 

キックオフプログラムの詳細、イケフェス大阪 2023の詳細はいずれも、決まり次第、

実行委員会のホームページで発表いたします。どうぞご期待ください。 
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生きた建築ミュージアム大阪実行委員会 

委員長 橋爪 紳也 

〈添付資料〉 

○資料１ メインビジュアル、初参加建物、キックオフプログラム 

○別添１ 生きた建築ミュージアム大阪実行委員会 委員一覧（2023年 8月） 

○別添２ イケフェス大阪 2023公開参加予定建物等一覧（2023年 7月 31 日時点） 
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E-mail  info@ikenchiku.jp 

（担当）生きた建築ミュージアム大阪実行委員会 事務局長 髙岡 伸一 

［公式ホームページ］http://ikenchiku.jp  ［公式ツイッター］@ikitakenchiku   
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※１ 生きた建築ミュージアム大阪実行委員会  

2016年 7月 20日に発足した、建物所有者をはじめとする民間企業、大学、行政等が一体となって、イケフ

ェス大阪をはじめ、生きた建築の魅力を広く内外に発信する各種事業を展開するための組織。 

委員一覧は（別添１）参照。 

 

※２ 生きた建築ミュージアム・大阪セレクション 

大阪市が 2013年度に開始した「生きた建築ミュージアム事業（大阪のまちを大きなミュージアムととらえ、

そこに存在する生きた建築を通した大阪の新しい魅力の創造・発信をめざす事業）」の取組みの１つ。大阪

の代表的な「生きた建築」を様々なカテゴリーから選定したもの。建築としての質の高さだけでなく、選

定全体から時代の流れや多様で豊かな大阪の都市の物語性が浮かび上がって見えるような構成となってい

る。全 97件（2013・2014年の当初選定：都心部を中心に 50件／2023年の第 2期選定：全市域を対象に 47

件）。大阪市公式ホームページで公表されている。 

 

※３ 生きた建築 

「ある時代の歴史・文化、市民の暮らしぶりといった都市の営みの証であり、様々な形で変化・発展しな

がら、今も生き生きとその魅力を物語る建築物等」をさす。大阪市生きた建築ミュージアム事業の中で新

しく定義されたことば。 

 

 

  



資料１ 

メインビジュアル 

大阪市の事業として 2014年に第 1回が開催さ

れたイケフェス大阪。今年が記念すべき 10回

目ということで、初回の公式ガイドブックを

飾った「生」のロゴに「10」を加え、道路と

街区のような、まちの地図に見立てたメイン

ビジュアルとしました。 

緑や水辺、コンクリートなどの街並みを想起

するカラーを使いながら、記念回としての祝

祭感を表現しています。 

10年という節目において改めて足元を見つめ

直し、そこに新たな息吹を吹き込むことで、

次の 10年へと歩み出すことができればと思い

ます。 

 

初参加建物（予定） 28件 

一心寺/大阪市立下水道科学館/大阪府服部緑地都市緑化植物園花と緑の相談所/大阪府立

江之子島文化芸術創造センター/大阪歴史博物館/ガラスブロックの家/北村商店/旧河崎經

吉邸/グランドサロン十三/クリスタルタワー/Ｋ２ビルディング/ ＳＡＫＡＩＮＯＭＡ濱

［旧福井邸］/シェラトン都ホテル大阪/心斎橋ビッグステップ/住友倉庫大阪支店川口倉庫

/鯛よし百番/寺西家阿倍野長屋/寺田町プレイス１/西尾レントオールＲ＆Ｄ国際交流セン

ター/日本民家集落博物館/ＢＡＲ川名/浜寺公園旧駅舎/はり重道頓堀本店/久金属工業株

式会社 社屋/日ノ下商店ビル/ミナミ株式会社［旧川崎貯蓄銀行 福島出張所］/淀屋橋竹

村ビル/リーガロイヤルホテル 

全公開参加予定建物は、（別添２）「イケフェス大阪 2023 公開参加予定建物等一覧」（2023 年７月 31 日時

点）参照。 

 

イケフェス大阪 2023 キックオフプログラム 

日  時：2023（令和 5）年９月 27日（水曜日）18：30～（開場は 18：00） 

会  場：大阪市中央公会堂（大阪市北区中之島 1-1-27） 

主  催：大阪市、生きた建築ミュージアム大阪実行委員会 

内  容：【基調講演】登壇者未定 

【トークセッション】イケフェス大阪 10年のあゆみ 

参加方法：どなたでもご参加いただけます。（ただしお座りいただける席数には限りがあります。） 

 

 

 

※ 現時点での予定であり、今後、予告なく変更する可能性があります。 

  申込方法等、詳細は、決定次第、実行委員会ホームページ、大阪市ホームページでお知らせします。 

 

 

 

「生」ロゴデザイン：後藤哲也 

メインビジュアルデザイン：芝野健太） 



（別添１） 

□ 生きた建築ミュージアム大阪実行委員会 委員一覧（2023年 8月） 

 

 氏名 所属・役職等 

委員長 橋爪
はしづめ

 紳也
し ん や

 大阪公立大学 研究推進機構 教授 

 

副委員長 嘉名
か な

 光市
こういち

 大阪公立大学大学院工学研究科 教授 

 

委 員 

倉方
くらかた

 俊
しゅん

輔
すけ

 大阪公立大学大学院工学研究科 教授 

指田
さしだ

 孝太郎
こうたろう

 株式会社日建設計 シニア上席理事 

佐野
さ の

  吉彦
よしひこ

 株式会社安井建築設計事務所 代表取締役社長 

芝川
しばかわ

 能一
よしかず

 千島土地株式会社 代表取締役名誉会長 

對中
たいなか

 秀樹
ひ で き

 ダイビル株式会社 取締役常務執行役員 

髙
たか

岡
おか

 伸一
しんいち

 

※実行委員会事務局長 

近畿大学建築学部 准教授 

田中
たなか

 雅人
まさと

 
大阪ガス株式会社 

大阪・北部統括支配人 

村川
むらかわ

 洋一
よういち

 株式会社竹中工務店 顧問 

村田
む ら た

 俊彦
としひこ

 
株式会社大林組 取締役 副社長執行役員 

大阪本店長 

米井
よねい

  寛
ゆたか

 株式会社東畑建築事務所 代表取締役社長 

上村
かみむら

 洋
ひろし

 大阪市都市整備局長 



 
（別添２） 

□ イケフェス大阪 2023公開参加予定建物等一覧（2023年 7月 31日時点） 

アートアンドクラフト大阪ショウルーム＆オフィス/青

山ビル/アジア太平洋トレードセンター［ＡＴＣ］/新

井ビル/ ARCHITEKTON  - the villa tennouji -/生駒

ビルヂング［生駒時計店／サービスオフィス北浜

T4B］/一心寺/今橋ビルヂング［旧大阪市中央消防署今

橋出張所］/上町荘［design SU 一級建築士事務所+YAP

一級建築士事務所］/梲家/梅田スカイビル（新梅田シ

ティ）/浦辺設計/ABC 本社ビル/江戸堀コダマビル［旧

児玉竹次郎邸］/大江ビルヂング/ＯＭＭ［旧大阪マー

チャンダイズ・マートビル］/オーガニックビル/大阪

ガス実験集合住宅 NEXT21/大阪ガスビル/大阪倶楽部/

大阪公立大学 杉本キャンパス/大阪国際平和センター

[ピースおおさか］/大阪市中央公会堂/大阪写真会館

（Time＆StyleOsaka）/大阪証券取引所ビル/大阪商工

会議所ビル/大阪商工信用金庫本店ビル/大阪市立住ま

いのミュージアム［大阪くらしの今昔館］/大阪市立下

水道科学館/大阪ステーションシティ/大阪中之島美術

館/大阪農林会館/大阪府服部緑地都市緑化植物園花と

緑の相談所//大阪富国生命ビル/大阪府庁本館/大阪府

立江之子島文化芸術創造センター/大阪府立国際会議場

/大阪府立狭山池博物館/大阪府立中之島図書館/大阪弁

護士会館/大塚グループ大阪本社大阪ビル/大阪歴史博

物館/オービック御堂筋ビル/小川香料株式会社大阪支

店/オリックス本町ビル/株式会社モリサワ本社ビル/ガ

ラスブロックの家/関西大学千里山キャンパス/北浜長

屋/北浜レトロビルヂング［北浜レトロ］/北村商店/ギ

ャラリー再会/旧河崎經吉邸/旧小西家住宅史料館/近畿

大学アカデミックシアター/King of Kings（大阪駅前

第１ビル）/久米設計大阪支社/グランサンクタス淀屋

橋/グランドサロン十三/グランフロント大阪/クリスタ

ルタワー/K2 ビルディング/源ヶ橋温泉/光世証券本社

ビル/堺筋俱楽部/ザ・ガーデンオリエンタル大阪［旧

大阪市長公館］/SAKAINOMA 濱 ［旧福井邸］/西光寺/

自安寺/シェラトン都ホテル大阪/ジオ-グラフィック・

デザイン・ラボ/芝川ビル/昭和設計 本社/食道園宗右

衛門町本店ビル/心斎橋ビッグステップ/新桜川ビル/住

友倉庫大阪支店川口倉庫/スリープカプセル（カプセル

イン大阪）/船場センタービル/船場ビルディング/大同

生命大阪本社ビル/ダイビル本館/鯛よし百番/ 

大丸心斎橋店本館/高島屋東別館/武田道修町ビル［旧

武田長兵衞商店本店社屋・旧武田薬品本社ビル］/田辺

三菱製薬株式会社本社ビル/中央工学校 OSAKA 一号館/

陳列館ホール［花博記念ホール］/通天閣/鶴身印刷所/

寺西家阿倍野長屋/寺田町プレイス１/堂島サンボア/堂

島ビルヂング/東畑建築事務所本部・本社オフィス大阪

/丼池繊維会館[ドブカン］/長瀬産業株式会社大阪本社

ビル/中之島フェスティバルタワー・ウエスト/中之島

三井ビルディング/浪花組本社ビル/なんばパークス/西

尾レントオールＲ＆Ｄ国際交流センター/西尾レントオ

ール咲州モリーナ/日建設計大阪オフィス/日本圧着端

子製造株式会社/日本圧着端子製造株式会社大阪技術セ

ンター別館-Kahdeksankulmio-/日本基督教団大阪教会/

日本基督教団天満教会/日本基督教団浪花教会/日本基

督教団南大阪教会/日本銀行大阪支店/日本聖公会川口

基督教会/日本生命保険相互会社本館/日本設計関西支

社/日本橋の家/日本民家集落博物館/BAR川名/ハイアッ

トリージェンシー大阪（エタニティ・凛-Rin-）/浜寺

公園旧駅舎/原田産業株式会社大阪本社ビル/はり重道

頓堀本店/久金属工業株式会社社屋/日ノ下商店ビル/フ

ジカワビル/藤田美術館/伏見ビル/伏見町旧宗田家住居

[CuteGlass Shop and Gallery］/ブリーゼタワー/β本

町橋/本願寺津村別院[北御堂］/マヅラ（大阪駅前第１

ビル）/三木楽器開成館/ミズノ株式会社/水の館ホー

ル・鶴見スポーツセンター/光井純 ＆ アソシエーツ 

建築設計事務所 関西オフィス/三井住友銀行大阪中央

支店・天満橋支店/三井住友銀行大阪本店ビル/三菱 UFJ

銀行大阪ビル本館/御堂ビル [竹中工務店大阪本店]/ミ

ナミ株式会社［旧川崎貯蓄銀行 福島出張所］/ミライ

ザ大阪城/綿業会館/森ノ宮医療大学南棟［キャナルポ

ート］/もりのみやキューズモール BASE/安井建築設計

事務所本社・大阪事務所/山本能楽堂/輸出繊維会館/淀

屋橋竹村ビル/リーガロイヤルホテル/リーチバー（リ

ーガロイヤルホテル）/立体最小限住居 No.32/リバーサ

イドビルディング/ルポンドシエルビル［大林組旧本

店］/〈都市施設〉逢阪会所ポンプ施設/金蔵/中之島橋

梁群/寝屋川北部地下河川守口立坑/阪急電鉄京都線・

千里線連続立体交差事業/平野下水処理場/舞洲スラッ

ジセンター/御堂筋 

・ 公開参加建物等は予告なく変更される場合があります。 
・ 各建物への直接のお問い合わせはご遠慮ください。 
・ 通常公開されていない建物内にイケフェス大阪のプログラム以外で許可なく立ち入ることはお止めく

ださい。違法行為として処罰されることがあります。 


